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例えばヨハン・ゲオルク・ズルツァー Johann Georg Sulzer（1720-79）も、彼の『芸術学事典
Allgemeine Theorie der schönen Künste』において、文芸としてのリートの項目では「一貫し
て一つの旋律が繰返される（Sulzer 1793a: 252）」ことを指摘しながらも、音楽としての項目
（Sulzer 1793b: 277-282）では、わかりきったこととして旋律の反復には一切触れていない。
更に、ローレンツ・クリストフ・ミツラー Lorenz Christoph Mizler（1711-78）は「作曲家の










造は単純で、旋律を容易に覚えることができるからである（Krause 1752: 29, 115, 188; Reichardt
1782a: 3）。





１ Wiora は古高ドイツ語には「節」の意味がなかったという研究があることを指摘しているし（Wiora 1971:
16）、MGG 第２版でも、語源説には懐疑的な記述がされている（Jost 1996: Sp.1262-63）。
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これに対してヨハン・ヴォルフガング・フォン・ゲーテ Johann Wolfgang von Goethe（1749-






Johann Ernst Bach（1722-77）が《寓話集 Sammlung auserlesener Fabeln》（1749）に収めた






年に出版されたハインリヒ・クリストフ・コッホ Heinrich Christoph Koch（1749-1816）の『音




Oden mit Melodien》に掲載されたカール・フィリップ・エマヌエル・バッハ Carl Philipp
Emanuel Bach（1714-88）の作曲による《過ぎ去った日々に Den flüchtigen Tagen》（Krause
1753: 19）と思われるが、これは孤高の存在であり、それから２０年間、通作リートは作られなかっ





た。その後、ヨハン・フリードリヒ・ライヒャルト Johann Friedrich Reichardt（1752-1814）
が１７７３年に出版した《様々な楽譜集 Vermischte Musicalien》に１曲の通作リート《お供の人々




（anonim 1799: Sp.30; anonim 1824: Sp.425; anonim 1826: Sp.480）」であると考えられていた。通
作リートに対する最も強い反対意見は、「有機的全体像 organisches Ganze（Apel 1801: 222）」
を作ることができないというものであった。
そして、１８２４年に『総合音楽新聞 Allgemeine Musikalische Zeitung（AMZ）』ⅩⅩⅥに載せ
































ばら Heidenröslein》op.3,3 D257 など。






















るいは追想される。例えば《糸を紡ぐグレートヒェン Gretchen am Spinnrade》op.2 D118 で

















譜例２ "Rückweg" D476 T.7-8
















かも知れないが、〈日を追って mit jedem Tag〉の'mit'、〈さらに変わるのか noch werden mag〉
の'noch'は続く言葉との結びつきが強いと考え、次のフレーズの冒頭と同音にしたのであろう。
譜例３ "Frühlingsglaube" op.20,2 D686 T.6-9 =Ⅰ(1-2)/T.29-32=Ⅱ(1-2)
続いて第１楽節第１４‐１７小節（譜例４）においてⅠ(4)を２回繰り返すに当たって、２回目の
前半はピアノに歌わせ、歌は〈おお、新しい響き o neuer Klang〉だけを歌うが、Ⅱ(4)の該当
部分は〈（遥か）な、深い谷（Ferns）-te, tiefste Tal〉であり、歌詞として成り立たない。そ
こで行を組み替えて〈花咲く es blüht〉と冠詞'das'を補い、〈深い谷で花咲く es blüht das tiefste
Thal〉と歌わせる。




次に《アン・ライルの歌 Lied der Anne Lyle》op.85,1 D830（譜例５）を見よう。この歌詞
は本来、弱強格 Jambus のリズムを持っているため、Ⅰ(3)は'mit Dír zu flíen wär léichte Wáhl'
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というリズムで読まれる。しかしシューベルトはⅡ(3)で冒頭の〈しかし doch〉と３番目の単




譜例５ "Lied der Anne Lyle" op.85,1 D830 T.9-10=Ⅰ(3)/T.38-39=Ⅲ(3)










７）にも見られる。〈なぜなら、その音の中で、それ（言葉）は生きているから denn in jenen







譜例７ "Das Mädchen" D652 T.19-22
６ 「読み方の自由」は読み手に委ねられ、行頭のリズム変更を転置強勢、行中のリズム変更を揺動強勢という。







《アリンデ Alinde》op.81,1 D904（譜例８）では〈太陽が深い海に沈む Die Sonne sinkt ins tiefe
Meer〉に合わせてⅠ(1)は下降音型を用いているが、Ⅲ(1)では〈輝く星が昇っていく die lichten
Sterne ziehn herauf〉に対して上行音型に変えている。
譜例８ "Alinde" op.81,1 D904 T.7-8=Ⅰ(1)/T.61-62=Ⅲ(1)











えば《白鳥の歌 Schwanengesang》D957 の第１２曲《海辺にて Am Meer》D957,12（譜例１０）
は全曲の最終部にターンが挿入されている。



































ている曲は、《バラのリボン》と《狩人の愛の歌 Jägers Liebeslied》op.96,2 D909 以外には見
られない。
譜例１１ "Das Rosenband" D280 T.1-2=Ⅰ(1)/T.17-18=Ⅱ(1)






Geheimnis》D793、《旅人が月に寄せて Der Wanderer an den Mond》op.80,1 D870 が挙げられ
る。
譜例１２ "Im Frühling" op.101,1 D882
T.5=Ⅰ(1)/T.21=Ⅱ(1)/T.35=Ⅲ(1)/T.42=Ⅲ(6)
３－２ 描写的間奏















譜例１３ "Mignon(Kennst du das Land)D321 T.9-18=Ⅰ·Ⅱ(3-5)/T.49-59=Ⅲ(3-5)
表現的な伴奏による変奏は、《ミニョン》、前述の《鱒》以外に、《冬の旅 Winterreise》op.89 D









































譜例１５ "Greisengesang" op.60,1 D778 T.30-36=Ⅳ(1-2)/T.78-84=Ⅷ(1-3)
また、旋律中に休符を挿入することによってフレーズを拡大している例が３曲見られる。
６ 歌詞の反復 ６－１ 繰り返しによる拡大
《老人の歌》で触れたように、楽節規模を拡大するに当たって詩行や語句を繰り返すことは
多く、全部で２４曲が挙げられる。但し、詩節全体を繰り返すことは少なく、《君は憩い Du bist
die Ruh》op.59,3 D776 と《菩提樹》のみに見られる。
詩行を繰り返すことによって変奏するという例は１９曲見られ、中間行を繰り返す場合（５曲）
もあるが、多くは最終行を繰り返している。その場合、詩節に近い規模となる４行の繰り返し
（《ブルックの丘で Auf der Bruck》op.93,2 D853 など２曲）から最終１行だけの繰り返し（《ウ















節とのバランスが取れない。《真夜中に Um Mitternacht》op.88,3 D862 のようにそのまま半分
の長さで放置している例や、《美しき水車屋の娘 Die schöne Müllerin》op.25 D795 の第１０曲《涙














sprach von Liebe,Ⅰ(5)、母は結婚すら口にした Die Mutter gar von Eh' Ⅰ(6)、Ⅰ(5)·Ⅰ(6)の繰り





liebt das Wandern,Ⅲ(5)、神がそうしたのだ Gott hat sie so gemacht Ⅲ(6)、ある男から他の男
へ Vom einem zu dem anderm Ⅲ(7)、神がそうしたのだⅢ(6)、愛はさすらいを好むⅢ(5)、愛す





































































純粋有節リート ２ １５０ ３４ １１ ２ １９９











循環的リート ＊２ ２ １３ １５ ２０ ０ ５０
有節付通作リート ＊３ ３ ６ ２ １ ０ １２
有節的通作リート ＊４ １ ４ １０ １４ ０ ２９
通作リート １８ ３８ ５８ ２７ ０ １４１
自由と歌曲 ＊５ ２ ３１ ２９ ７ ０ ６９
出版年 １８２０ １８２１ １８２２ １８２３ １８２４ １８２５ １８２６ １８２７ １８２８ １８２９ 計
出版曲数 １ ２５ ８ １６ ２２ １２ ２４ ２５ ５３ ３ １８９
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た
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技
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曲
に
対
す
る
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ピ
ー
ト
記
号
の
使
用
の
有
無
リ
ピ
ー
ト
記
号
が
用
い
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て
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る
楽
節
を
数
字
で
示
す
言
葉
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：
言
葉
の
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れ
目
や
律
読
法
に
対
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し
た
変
更
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大
縮
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小
節
数
、
構
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の
変
化
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い
の
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る
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な
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し
数
小
節
程
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の
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ノ
部
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返
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果
が
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と
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節
に
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歌
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り
返
し
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の
違
い
の
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